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　皆さんの町

内の情報交換

は、どのよう

に行われてい

ますか？

　今回ご紹介

する犬伏新町

は、町会広報

誌「犬伏新町便り」を毎月１回発行して、町内で

開催された行事や最新ニュースなど多彩な話題を

町民の皆さんに情報発信しています。

　町会長の矢島堅司さんの呼びかけで、平成２１

年５月に始め現在まで６０号発行。「犬伏新町便り」

作成のほか編集も手掛ける副会長の桑原太平さん

は「町内の出来事を皆さんに発信し町会に関心を

持ってもらいコミュニケーションを深めたい。こ

れからも町内の皆さんと接しながら、１００号記

念号を発行できるように情報提供を続けたい」と

熱い気持ちを語ってくださいました。 

（市民記者　飯田瞬）

　２月２４日、佐野らーめん会設立２５周年と、佐野ブランドキャラクター

｢さのまる｣ の２歳の誕生日をお祝いするイベント｢ＳＡＮＯメモリアルフェ

スタ｣ が市役所建設予定地で開催され、市内

外から約３万人の方が来場しました。

　会場には佐野らーめん会加盟の６店のほ

か、いもフライや耳うどんが出品されました。

また、さのまる応援隊加盟店を中心に約５０

のブースも設けられ、来場者は、思い思いに

佐野の味覚を楽しみました。

　さのまるの誕生会には、岐阜市柳ケ瀬

商店街の非公式キャラクター｢やなな｣ や

栃木県マスコットキャラクター｢とちまる

くん｣ など全国各地２３のキャラクター

や、佐野ブランド大使・ダイアモンド　ユ

カイさんが駆けつけ、会場の皆さんとと

もにさのまるの２歳の誕生日を祝福。さ

のまるにはこの日、多くのメッセージや

３３１個ものプレゼントが届けられまし

た。
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ＳＡＮＯメモリアルフェスタ開催

「さのまる」が２歳になりました！

町内広報誌でコミュニケーションを！

　３月１６日、文化

会館で、｢芸能でつ

づる田中正造｣ が開

催されました。

　この催しは、｢田

中正造没後１００年

記念事業を進める会｣ と佐野市・佐野市教育委員

会の共催で行われました。郷土の偉人である田中

正造の功績を、劇や民話、八木節、踊りや詩吟な

どを通し、広く・永く伝えようと、市内外から７

つの団体が参加・発表をしました。

　会場には、３００人を超え、立ち見が出るほど

の観客が訪れ、各団体の発

表が終わるごとに、盛大な

拍手が響き渡りました。

　市では今年、没後百年を

迎える正造の顕彰事業をさ

まざまなかたちで進めてい

きます。ぜひご参加くださ

い。

芸能でつづる田中正造

多
く
の
お
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の
メ
ッ
セ
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レ
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作成・編集を手掛ける桑原さん



KOUHOU	SANO
H25.4.1

ブルーリボンに祈りを込めて

27

　優しい春を感じた３月１日、佐野女子高校（佐

女高）の名称での、最後の卒業式が行われました。 

　父母の皆様や先生方、そして大勢の来賓の方々

が見守る中、女子高として入学した最後の卒業生

１９８名に卒業証書が授与されました。

　在校生代表・出口達巳君の「１０６年の歴史を

受け継ぎ、佐野東高校生として、まい進いたしま

す」との送辞を受け、卒業生代表・塚田小夏さん

は「最後の佐女高生と言われ、辛いこともありま

したが、先生方に大切にしていただき、感謝して

います。１０６年の伝統を佐野東高へバトンタッ

チします。ありがとうございました」と１０６年

分の思いを込めて、答辞を述べました。

　明治４０年に創立し、２７, ０００人を超える

同窓生（八千代会）を持つ佐女高。品性、優しさ、

思いやりを大切にする校風は、佐野東高へと受け

つがれ、輝き続けることでしょう。

（市民記者　𠮷井貴子）
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　佐野法人会が毎年開催する講演会は話題性の高

い講師のお話が聞けることで人気となっています。

　２月１６日の講演会では、北朝鮮による拉致被

害者・横田めぐみさんの父・滋さんと母・早紀江

さんが佐野を訪れ、ご夫妻のお話を聞こうと約

６００人が来場し、安全のため整理券を配布し、

制限したほどだったそうです。

　１９７７年にめぐみさんが失踪し３６年が経過。

ほかの被害者のご家族もみな高齢化しており、「生

きている間に逢いたい」というご家族の訴えは切

実で、満場の聴衆はご夫妻のお話に耳を澄ませて

聞き入っていました。

　また講演の中では、北朝鮮による拉致の可能性

を排除できない「特定失踪者」に指定されている安

西正博さんの父・安西茂雄さん（小山市）が紹介さ

れ、佐野にいても拉致が身近な問題であることを

知りました。

　私たちにできることは多くはありませんが、と

ぎれぬ世論が救済への道をつなぎとめていること

を忘れてはならないとブルーリボンを身つけて感

じました。 （市民記者　永倉文子）

１０６年の伝統をバトンタッチ
佐野女子高から、佐野東高校へ


